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Ⅰ はじめに 
 本研究では、質的調査に基づき、定年退職を経験した男性高齢者が現在の生き方をどの

ように構築してきたのか、そこには就業経験がどのように影響を与えているかを明らかに

しようというものである。 
本研究の意義は次の２点にある。①幸福な老いの研究で位置づけが弱かったライフコー

スの視点から、高齢期における生き方を規定する要因を解明できる。②ライフコースの中

でも定年退職や就業経験を取り上げることで、その長期的な影響についても言及すること

ができる。 
Ⅱ．研究方法 
調査対象者は、東京近郊に在住の男性高齢者で、病院には通院している者も含まれるが、

認知症がなく日常生活が自立しているサラリーマンであった男性、計１２名を対象とし、

すべて定年退職を経験しているものであった。調査は半構造化された調査票をもちいて面

接で行った。分析にあたっては、修正版グランデッド･セオリー･アプローチ（以下 

M-GTA）を採用した。 
Ⅲ．結果 

コアカテゴリーとして《現在の生きる拠り所》《老後の捉え方》《退職前の人生経験に対

する評価》《加齢による制約》の４つが抽出された。（  ）内は概念の説明である。 
《現在の生きる拠り所》は【積極的な人生の追求】【健康が一番】【現状維持で満足】【家

族以外の人との関係を楽しむ】という４つのサブカテゴリーに区分された。この《現在の

生活の拠り所》は、《老後の捉え方》によって影響されていた。 
《老後の捉え方》は、【制約からの解放】（現役時代の苦労から解放されたい欲求と仕事

中心の職縁から距離を置きたい）、【中年期の延長】（アクティブに活動し、職域の経験を生

かす）の２つに区分された。そして、《現在の生活の拠り所》との関連では、【制約からの

解放】が【家族以外の人との関係を楽しむ】に、【中年期の延長】が【積極的な人生の追求】

へと結びついていた。 
この《老後の捉え方》に対しては、《退職前の人生経験に対する評価》が影響していた。

《退職前の経験に対する評価》は、【仕事上のストレス経験】（仕事が苦い経験となってい

る）、【欲求を抑圧】（貧困や仕事上の忙しさでやりたいことを我慢）、【仕事がすべて】とい

う３つに区分できた。《老後の捉え方》に対しては、【仕事上のストレス経験】と【欲求を

抑圧】が【制約からの解放】に、【仕事がすべて】が【中年期の延長】に影響していた。 
 以上のプロセス以外に、退職後の経験、すなわち《加齢による制約》によって《現在の

生きる拠り所》が形成されるということもあった。すなわち、《加齢による制約》は【身体

の老化を実感】と【人生の終末を考える】の２つのタイプがあったが、このうち、【身体の

老化を実感】が【健康が一番】に、【人生の終末を考える】については【現状維持で満足】

だけでなく、《老後の捉え方》の中の【積極的な人生の追求】へと結びついていた。 
このようなプロセスについて、ホワイトカラーとブルーカラーの男性高齢者で対比した

場合、ホワイトカラーの男性高齢者については、《老後の捉え方》として【中年期の延長】、

《現在の生活の拠り所》として【積極的人生の追求】、さらに、《加齢による制約》として

【人生の終末を考える】の比重が高いことも明らかとなった。 
 



Ⅳ．考察―本研究の成果 
本研究の方法論は、就業経験に対する本人の評価が調査時点における生活の仕方にどの

ような影響があるかを分析するという質的方法に基づいているため、就業経験が客観的な

ものというよりも、調査時点での生き方によって影響されるという点では主観的なものと

いえる。このことは、本研究で採用した方法論の制約であるという反面、質的研究のオリ

ジナルな点である。 
１．老化のプロセスの立場からみた男性高齢者の生き方 
 彼らは自分の人生を教訓に生かし、納得した生き方を目指している。この点においては

継続理論があてはまる人たちと言えるが、加齢とともに健康上の制約から現状維持志向に

傾き、離脱理論の立場をとるようになる。すなわち、男性高齢者の老後については、活動

理論・離脱理論・継続理論のいずれか１つが該当するのではなく、個人の中でその該当す

る期間が段階的に発生していることが示唆された。そして加齢による制約がステージの切

り替えを調整していることも分かった。しかしながら、ブルーカラーにおいては継続理論

が該当するケースが少なく、どちらかといえば離脱理論があてはまる人が多いという特徴

がみられた。 
２．就業経験からの影響 
就業経験は、そのノウハウを直接老後の生活に生かすというよりも、仕事一筋に生

きてきたという点で自尊心の源泉として存在しており、ともかく一生懸命に働いたとい

うことが自己肯定感となり、老年期における自己の自負として根付いた。そのことが老後

において自負となり生きる源泉の一つとなっていた。 
他方では、就業経験は仕事から距離を置いた老後に結ぶつく可能性も示唆された。

すなわち、特に仕事上のストレスフルな経験は、ストレスからの解放と職域関係から

隔絶した人生を模索させるという点で老後に影響をあたえるものであり、さらに老後

の生き方を決める動機となっていた。 
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